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はじめに

　令和５年度の「愛知県ユネスコスクール指導者研修会」を開催しました。

　本研修会は、ユネスコスクール加盟校による実践活動報告や ESD（持続可能な開発のための

教育）関係者による講演、意見交流などを通じて、愛知県内外のユネスコスクール間の交流を図

り、学校相互の連携構築を支援するとともに、未加盟校が ESD活動に取り組むきっかけとなる

ことを目的として開催してきました。

　ESDについては、新学習指導要領の前文にも記載されたように、幼稚園から高校までのすべ

ての学校教育で行うべきものとして、勧められているものであり、文部科学省も ESD‥for‥2030

の活動に代表されるように SDGs 達成のために、ますます ESDを積極的に取り入れていくこと

をうたっています。その中核となるのがユネスコスクールであり、ユネスコスクールにおける活

動を広く共有し、より教育を豊かにすることが期待されています。

　全国一のユネスコスクールを抱える愛知県の ESD教育を展開するため、愛知県教育委員会と

連携し、愛知県教育委員会主催の「ユネスコスクール交流会」と本学主催の「愛知県ユネスコス

クール指導者研修会」を同日に開催することで、より多くの情報交換や実践事例の発表を行うよ

うにと企画して参りました。

　本年度は、ESD教育のさらなる普及をねらい、愛知県教育委員会主催の「ESD研修会」と共

同して開催の運びとなりました。

　研修会では、愛知県以外から三重県や静岡県、京都府の先生方、本学附属学校教員を講師とし

てお招きし、実践事例を紹介いただきました。本書では、その発表内容を報告書としてまとめま

した。発表いただきました実践校の先生方、関心を持って参加いただいた教育関係者の皆様の日

頃からのご努力とご協力の賜物と深く感謝申し上げます。県内外の皆様に広く活用していただき、

今後の取組に少しでも役立てていただければなによりでございます。

2023年12月吉日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　愛知教育大学　　　　　　　　　

地域連携センター長　大鹿聖公
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愛知県ユネスコスクール指導者研修会　次第

１．日　時　　令和５年８月21日（月）　10：00～12：00

２．会　場　　愛知県生涯学習推進センター　研修室A

３．日　程　　全体司会　　愛知教育大学　　地域連携課長　　古田　紀子

　　10：00～10：10　　開会行事  
　　　　　　　　　　　　主催者挨拶　愛知教育大学　連携・附属学校担当理事

　杉浦　慶一郎

　　10：10～11：10　　ユネスコスクール実践事例発表（各12分）（敬称略）

　　　　　　　　　　　・三重県名張市立薦原小学校
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　中矢　佳代
　　　　　　　　　　　・京都府京都市立安朱小学校
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　服部　真実・松宮　紘平
　　　　　　　　　　　・愛知教育大学附属岡崎中学校
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　佐藤　裕一
　　　　　　　　　　　・学校法人誠心学園　浜松開誠館中学校・高等学校
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　伊藤　　亮
　　　　　　　　　　　・愛知教育大学附属特別支援学校
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　好田　元希

　　11：20～11：50　　事例発表者ディスカッション「学校現場でESDをより広めていくには」
　　　　　　　　　　　　司会　　愛知教育大学　地域連携センター委員　田口　達也

　　11：50～12：00　　閉会行事
　　　　　　　　　　　　総括　　愛知教育大学　地域連携センター長　　大鹿　聖公
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地域とともに
持続可能な「ありがとう」の学校をめざして

名張市立薦原小学校

ユネスコスクール指導者研修会

令和５年８月２１日

名張市立薦原小学校

明治8年創設
児童数 １０１名

こもはら

持続可能な未来を拓く「ありがとう」の学校をつくる

三重県名張市

学校教育目標

持続可能な未来を拓く「ありがとう」の学校をつくる

①あ：「ありがとう」や「あいさつ」が進んで言え、基本的な
生活習慣が身についた子

②り：りこうな子〈わかる楽しさ・学ぶ喜びを実感できる子〉

③が：がっちりつながる子〈子どもどうしのつながりや地域と
のつながりを大切にする子〉

④と：友だちも自分も大切にする子

⑤う：運動がすきな子

名張市立薦原小学校
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７つの能力・態度

1. 批判的に考える力

2. 未来像を予測して計画を立てる力

3. 多面的・総合的に考える力

4. コミュニケーションを行う力

5. 他者と協力する力

6. つながりを尊重する態度

7. 進んで参加する態度

〇どのように学ぶのか

〇何ができるようになるのか

〇どのように取り組むのか

ESDの実践にあたって

ESDカレンダー
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１年 学校林をたんけんしよう
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３年 ニッポンハナダカバチを観察しよう
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京都市立安朱小学校
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愛知教育大学附属岡崎中学校
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学校法人誠心学園 浜松開誠館中学校高等学校
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愛知教育大学附属特別支援学校
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